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同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
今
後

日
本
各
地
で
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
自
然

災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
防

災
・
減
災
教
育
の
強
化
・
改

善
を
検
討
し
て
い
る
小
・
中

・
高
等
学
校
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
取
り
組
み
で
、
東
日
本
大

震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
被
災
地
の
経
験

を
「
減
災
教
育
」
と
し
て
全

国
に
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
地
域
の

重
要
な
防
災
拠
点
と
な
る

「
学
校
」
の
防
災
力
の
向
上

を
目
指
し
て
、
従
来
型
の
避

難
訓
練
が
中
心
の
防
災
活
動

だ
け
で
は
な
く
、
災
害
に
対

し
て
総
合
的
な
視
点
か
ら
実

効
性
の
高
い
防
災
・
減
災
教

育
の
実
践
を
推
進
し
て
い

る
。

　
具
体
的
に
は
、
①
防
災
・

減
災
教
育
に
取
り
組
む
学
校

へ
の
助
成
金
（
10
万
円
）
の

支
給
②
助
成
校
の
教
員
を
対

象
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
で
大
震
災
の
経
験
や
教
訓

を
基
に
し
た
防
災
・
減
災
教

育
の
実
践
を
学
ぶ
研
修
会
の

実
施
③
実
践
発
表
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
、
地
域

や
校
種
を
超

え
て
多
彩
な

実
践
を
学
び

合
う
報
告
会

の
実
施
―
の

三
つ
で
構
成

さ
れ
て
い

る
。

　
開
会
あ
い

さ
つ
で
、
日

本
ユ
ネ
ス
コ

協
会
連
盟
の

鈴
木
佑
司
理

事
長
は
、
「
東
日
本
大
震
災

か
ら
８
年
が
経
過
し
て
、
わ

れ
わ
れ
が
で
き
る
こ
と
は
、

過
去
の
災
害
の
教
訓
を
風
化

さ
せ
ず
、
被
災
経
験
か
ら
学

ん
だ
災
害
に
備
え
る
取
り
組

み
を
怠
ら
な
い
こ
と
だ
」
と

述
べ
た
。

　
ま
た
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
、
過
去
の
学
び
を
共

有
し
、
減
災
教
育
の
強
化
や

醸
成
に
寄
与
し
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
か
ら
開
催
し
て
い

る
と
し
、
「
参
加
者
に
は
、

地
域
を
超
え
て
学
び
合
い
な

が
ら
、
意
識
を
高
め
合
い
、

日
本
の
減
災
教
育
の
強
化
と

継
続
に
向
け
て
注
力
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
続
い
て
、
同
社
副
社
長
兼

チ
ー
フ
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の

幸
本
智
彦
氏
は
、
「
当
社
で

は
『
未
来
を
つ
く
ろ
う
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
復
興
支
援

寄
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ

て
、
復
興
へ
の
思
い
を
全
社

員
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
、
顧
客
と
共
有
し
、
震
災

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
復
興
を
微
力
な
が
ら

後
押
し
し
て
き
た
」
と
語
っ

た
。

　
そ
の
上
で
、
「
教
育
」
が

人
や
国
、
未
来
を
つ
く
り
、

減
災
も
「
教
育
」
と
い
う
形

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未

来
に
生
か
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
の
考
え
を
示
し

た
。

　
ま
た
学
校
は
、
災
害
発
生

時
に
子
ど
も
の
命
を
守
る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
う
。

同
氏
は
、
「
教
育
」
が
子
ど

も
た
ち
に
気
付
き
を
与
え
、

自
ら
判
断
し
て
行
動
す
る
と

い
う
知
恵
・
能
力
、
勇
気
を

身
に
着
け
る
上
で
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
言
及

し
、
「
学
校
に
お
け
る
減

災
、
防
災
活
動
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
総
合
的
な

防
災
力
向
上
に
貢
献
し
た

い
」
と
展
望
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
グ
ル

ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
９
月
の
教
員
研
修
会
の
学

び
を
活
か
し
て
５
カ
月
間
実

践
し
た
成
果
と
課
題
」
を
テ

ー
マ
に
、
想
定
し
た
災
害
に

基
づ
く
、
活
動
内
容
、
活
動

の
特
徴
、
工
夫
し
た
点
、
子

ど
も
た
ち
の
変
化
・
成
長
、

活
動
の
課
題
な
ど
を
発
表
し

た
。
ま
た
そ
の
中
で
、
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
、
参
考
に
な

っ
た
こ
と
や
、
自
校
に
取
り

入
れ
た
い
ア
イ
デ
ア
・
提
案

な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

　
そ
の
後
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で

東
京
大
学
海
洋
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
海
洋
教
育
推
進
研
究
セ
ン

タ
ー
主
幹
研
究
員
、
日
本
ユ

ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
の

及
川
幸
彦
氏
が
実
践
発
表
に

対
す
る
助
言
指
導
を
行
っ

た
。

　
こ
の
他
、
文
部
科
学
省
総

合
教
育
政
策
局
男
女
共
同
参

画
共
生
社
会
学
習
・
安
全
課

防
災
教
育
係
長
の
中
鉢
晶
子

氏
が
「
新
学
習
指
導
要
領
に

お
け
る
防
災
教
育
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
話

な
ど
を
行
っ
た
。

教
員
20
人
が
自
校
の
取
組
報
告

　
ア
ク
サ
生
命
は
２
月
22
日
、
東
京
都
港
区
の
同
社
会
議
室
で
、
「
ア
ク
サ 

ユ
ネ

ス
コ
協
会
減
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
動
報
告
会
を
開
催
し
た
。
今
回
で
５
回
目

と
な
る
報
告
会
に
は
、
18
年
９
月
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
気
仙
沼
・
石

巻
で
現
地
研
修
を
受
け
た
助
成
校
か
ら
教
員
20
人
が
参
加
し
、
被
災
地
で
実
施
し
た

教
育
研
修
会
か
ら
得
た
学
び
を
自
校
の
減
災
・
防
災
教
育
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
、

子
ど
も
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
力
を
育
ん
だ
か
に
つ
い
て
各
校
が
報
告
し
た
他
、
各
自

が
意
見
交
換
を
行
い
知
見
を
共
有
し
た
。

ア ク サ 生 命
日本ユネスコ協会連盟 「減災プログラム」活動報告会

災害の教訓から学び被害風化防ぐ

参加者はアイデアなどを話し合った

鈴木氏

幸本氏


